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この度はシャッテン・ピックアップのアコースティック楽器用ピックアップをご購入いただきまして大変有り難うございます。

本説明書を良くお読みになり適切にお使い下さい。

スチール弦ギター用 HFN Artist 取り付け方法

エンドピンジャック・プリアンプの取り付け方法

1) 弦を全て緩め、取り外すかテープ等で止めて手がサウンドホール内に入るようにします。ギター底部のエンドピンを取り外します。

2) エンドピンがネジで取り付けられたストラップボタンのギターの場合は、エンドブロックに 4.5mm のドリルでガイド用の穴を開け、貫通さ

せます。次に太いドリルで穴を広げる際に傷つけないように、穴のエッジを回転ヤスリやバリ取りカッターを使って面取りします。次に 9.5mm

のドリルで穴を広げバリ取りします。最後に 12.5mm のドリルで穴をエンドピンジャックが入るまで広げます。

3) もしエンドピンがエンドブロックに開けられた穴に差し込まれているギター場合は、その穴をリーマーなどで

慎重に 12.5mm の内径になるように広げるか、複数のドリルを使用して段階的に 12.5mm まで広げます。

4) エンドピンジャック・プリアンプの外側のストラップボタン、ナット、ワッシャーを取り外します。

5) サウンドホールからエンドピンジャックを入れ、エンドブロックに開けられた穴に差し込みます。穴から

ジャックが 8mm ほど外に出るようにします。

6) ワッシャー、ナット、ストラップボタンを取り付け、ナットを締め付けます。

ピックアップの取り付け方法

通常ブリッジプレート付近のフラットな部分がピックアップの取りつけには最適です。しかしたいていの場合は弦のテンションなどで多少湾

曲していたりします。ほとんどの場合軽い湾曲はピックアップのパフォーマンスに影響を与えません。しかし場合によっては各弦の出力バラ

ンスに問題が出る場合があり、その場合には調整が必要になります。この説明書に記載のトラブルシューティングをお読み下さい。

1) ピックアップはギター内部のサドルの真下に取り付けるように設計されています。サドルと並行になるように取り付けて下さい。

2)1 弦と 6 弦のブリッジピンを取り付けて下さい。ブリッジピンとサドルスロットがどれくらい離れているか見当を付けて下さい。

注意

ピックアップのサドルプレートへの貼り付けには付属の両面テープか粘着パテを使用します。両面テープの方が素早く簡単できれいな仕上が

りになり、ほとんどの場合均一なレスポンスが得られます。パテを使用するとより高域のレスポンスが良くなり、暗めの音の楽器や低音の良

く出る楽器に使用すると良い結果が得られます。まずは両面テープで取り付けてみることをお勧めします。

両面テープによる取りつけ

1) 付属の両面テープの片面の剥離紙を剥がします。平らな場所に粘着側を上にしてテープを置きます。

ピックアップのブリッジ側をテープに押しつけ、ブリッジの脚がしっかりとテープに付くようにします。

2) テープの反対側の剥離紙を剥がします。ピックアップの中心を持ち、外側の 1 弦と 6 弦のブリッジピン

を目安に、サウンドホールから手を入れてサドルの真下にピックアップをしっかりと貼り付けます。

粘着パテによる取りつけ

豆粒ほどの大きさのパテをピックアップのブリッジの脚の裏に貼り付けます。ピックアップの中心を持ち、外側の 1 弦と 6 弦のブリッジピン

を目安に、サウンドホールからサドルの真下にピックアップをしっかりと貼り付けます。

ボリュームの取りつけ

1) 通常はサウンドホールの低音側の端から少し出たところにボリュームノブが来るように取り付けます。

2) ギター内部のサウンドホールの周辺の取りつけ部分を手で触り、平らできれいな場所を探します。

平らでないと確実な取りつけが出来ません。

3)VHB テープの剥離紙を外し、サウンドホールの取りつけ位置の外側を支えながら、コントロールユニット

をしっかりと貼り付けます。

バッテリーバッグの取りつけ

1) バッテリーのケーブルが届く範囲の任意の場所にバッテリーバッグを取り付けます。バッテリーを

バッグに収納して、プリアンプのバッテリーコネクターを取り付け、必ずコードが届く範囲である事を

確認して下さい。

2) バッテリーバッグの取りつけ場所は、サウンドホールから手が届く範囲で、外から配線やバッテリーが

見えない場所にして下さい。

3) 場所が決まったらベルクロテープで固定します。

仕上げ

付属の配線ホルダーを使い、バッテリーケーブル、ピックアップの配線をまとめます。弦を張ります。

トラブルシューティング

楽器によっては各弦の出力バランスが均一でない場合があります。この現象はブリッジプレートが平らでなかったり、楽器の構造による位相

のズレにより起こります。このピックアップは実際の振動を３本の脚を通して拾って音にしています。中央の脚をブリッジプレートに直接コ

ンタクトさせることで解決できる場合があります。一度ピックアップを取り外し、真ん中の脚からテープを取り、両サイドの脚に新しいテー

プを付けてもう一度ピックアップを取り付けてみて下さい。






